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(2型糖尿病における動脈壁硬化の部位による差異についての検討)
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論文内容の要旨
【目的】動脈硬化には壁硬化と壁肥厚の 2つの要素がある。脈波速度 (PWV)は、動脈壁硬化度の代表的
指標の 1つで、ある。大動脈PWVは心血管系死亡の独立した予測因子であり、下肢動脈PWVは下肢血流と
逆相関することが知られている。このように動脈壁硬化は、部位により異なる意義をもっ可能性がある。
本研究では、糖尿病による動脈壁硬化が部位により差異があるかどうか検討した。
【方法】対象は2型糖尿病患者161名と健常対照群129名の合計290名。心-頚動脈 (hc)、心-上腕動脈
(hb)、心一大腿動脈(hf)、大腿動脈一足関節 (fa)の動脈区間でPWVを血圧脈波検査装置にて測定し、
動脈壁硬化を部位別に定量評価した。
【結果】加齢に伴いPWVは高値を示し、これは全部位で認められた。健常群に比し糖尿病群でPWVは有
意に高値であった。糖尿病による動脈壁硬化の程度を、同年代の健常群の平均値に対する比率で表すと、
糖尿病の影響は中心動脈(hf、hc)で大きく、末梢動脈(hb、fa)で小さかった。加齢の影響を健常若年
者の平均値に対する比率で表すと、加齢の影響の程度も部位によって異なり、中心動脈で大きく末梢動脈
で小さかった。年齢、性別、喫煙、収縮期血圧、脂質、糖尿病の有無を説明変数とし、各部位のPWVへ
の影響因子について重回帰分析にて検討したところ、年齢、血圧の影響は全部位で有意であり、糖尿病の
影響は中心動脈において、性別の影響は末梢動脈において有意であった。
【結論】動脈壁硬化に影響する原因は動脈の部位によって異なり、糖尿病の影響は中心動脈で、大きく、末
梢動脈で小さいことが示された。
論文審査の結果の要旨
動脈硬化には壁硬化と壁肥厚の 2つの要素があり、脈波速度 (PWV)は、動脈壁硬化度の代表的指標の
1つで、ある。申請者の教室では大動脈PWVは心血管系死亡の独立した予測因子であることを示しており、
下肢動脈PWVは下肢虚血症状と関連することを明らかにしているo このように動脈の壁硬化は部位によ
り異なる意義をもつが、部位別の動脈壁硬化に影響する因子については報告が乏しい。そこで本研究では、
糖尿病による動脈壁硬化が部位により差異があるかどうかを検討している O
対象は2型糖尿病患者161名と健常対照群129名の計290名である O 心-頚動脈(hc)、心-上腕動脈(hb)、
心一大腿動脈 (hf)、大腿動脈一足関節 (fa)の動脈区間でPWVを血圧脈波検査装置にて測定し、動脈壁
硬化を部位別に定量評価した。加齢に伴いPWVは高値を示し、これは全部位で認められた。健常群に比
し糖尿病群でPWVは有意に高値であった。糖尿病による動脈壁硬化の程度を、同年代の健常群の平均値
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に対する比率で表すと、糖尿病の影響は中心動脈 (hf、hc)で大きく、末梢動脈 (hh，fa)で小さかった。
加齢の影響を健常若年者の平均値に対する比率で表すと、加齢の影響の程度も部位によって異なり、中心
動脈で大きく末梢動脈で小さかった。年齢、性別、喫煙、収縮期血圧、脂質、糖尿病の有無を説明変数と
し、各部位のPWVへの影響因子について重回帰分析にて検討したところ、年齢、血圧の影響は全部位で
有意であり、糖尿病の影響は中心動脈において有意であり、性別の影響は末梢動脈において有意であった。
以上の結果より、動脈壁硬化に影響する因子は動脈の部位によって異なり、糖尿病の影響は中心動脈で大
きく、末梢動脈で小さいことを初めて明らかにした。
以上の研究結果は、動脈硬化病態研究に貢献するものであり、博士(医学)の学位を授与されるに値す
るものと判定された。
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